
令和4年度 学校評価（自己評価）報告書
認定こども園千葉明徳短期大学附属幼稚園

1 本園の教育理念・目標・方針
● 教育理念

学園建学の精神に基づき、豊かな情操と自主自立の態度を養い、心身共に健康な幼児を育成する。

● 教育目標

明るく・強く・素直な子

● 教育方針・特色

めいとくの森で自己形成する楽しさを実感する

～将来伸びる子は自然を通して、知的好奇心を育んでいます～

①自然とかかわり、五感（視る・聴く・嗅ぐ・味わう・触れる）をはたらかせて知を育み、楽しむ保育

②体を動かして遊ぶ楽しさを実感する保育

③ものを作る楽しさと、試行錯誤しながら工夫するおもしろさを味わう保育

④さまざまな思いを共感しあい、人とのかかわりを豊かにしていく保育

2 本年度のねらい
 50年余りに渡り積み重ねてきた本園の保育実践をもとに、一人ひとりの子どもを大切にし、明徳の自然の中で友だちとの気づきや

感動を共有して遊び、さまざまな人とつながり生きる力を育てていく。

幼稚園機能と保育園機能をもつ幼稚園型認定こども園として一体的な教育・保育を行う。

「明徳を明らかにすること」が建学の精神です。明徳とは人が天から得たすぐれた能力、人間として生まれながらにしてもって

いる人間性をいい、明徳を明らかにする、とはそれを輝かせるということ。

 そのためにはまず、幼児期には健康な身体と他者との対話力、直接体験を通した知恵と知識を身につけ、徳性・知性を究める

必要があります。そうすれば、善悪の判断ができるようになり、心が正しく豊かなものになると、創立以来引き継がれていま

す。



3 総合評価
No 評価項目 評価のまとめ

6 特別支援教育

 支援の必要な子に対して園内で共通理解を図る努力をしてきたが、共通理解とそこに至るための時間は更に必

要であった。保護者と子ども一人ひとりが安心して生活できるよう、職員間の話し合いや保護者との面談の機会

を十分に確保し、職員の研修参加などによる専門性の向上、専門機関との密な連携を図りたい。

7 保護者との連携

 保護者からの意見や要望については丁寧な対応をしてきた。コロナ禍ではあったが、昨年度の反省や保護者か

らの意見を参考にし、工夫しながら行事の取り組みを考え活動してきた。遠足は園内から園外へ、表現の集いは

一クラスずつ開催し、準備や片付けまで見ていただくようにし時間の幅を広げた。

 日常の保育参観では、決められた時間だけではなく時期に応じて一日園を開放し、見たい場面の時間の希望を

とり実施した。このことで、今まで見ることのできなかった子どもの成⾧を感じていただいたり、仕事などの都

合をつけやすく参加しやすかったという感想をいただいている。

 昨年度より実施している動画配信の機会が少なかったことが反省としてあげられる。園の教育方針の理解を深

めるためにも、さまざまな場面での子どもたちの様子を知らせていきたいと考える。

5 教師の役割・資質の向上

 子ども一人ひとりの想いに寄り添いながら、個々の発達段階・興味関心に応じた教育・保育を心がけている。

言葉遣いや子どもの着替え、手洗いなど清潔面に対する配慮が十分でない場面もあったため、今後の課題として

いく。今年度は千葉市幼稚園協会の公開保育研究への参加と共に、短大教員や系列園の保育者による園内研修を

行い、資質の向上に努めた。

1 教育目標・教育方針 
 教育目標、教育方針のもと、教育・保育課程や指導計画について園全体で共通理解し、その後各学年で話し合

う機会を設けてきた。様々な業務を進行する中での難しさはあるが、共通理解を深める為の時間をより確保する

ことで、日々の活動や行事について更に発達年齢に即した内容にできたのではないかと課題が残る。2 教育課程・指導計画

3 教育環境
  教育環境については、自然に恵まれた環境の中で子どもの興味に寄り添いながら活動を展開してきたが、安

全面での配慮の検討事項が多くあった。職員間での積極的な意見交換の場を作り共通理解を図っていきたい。ま

た幼小の連携面では、それぞれの職員が小学校と幼稚園の参観を行ったり、園児と児童がZOOMで意見交換がで

きる場を作ったりしながら、幼保小の架け橋プログラムにむけて連携を取ることができた。4 教育の内容方法



4 今後取り組むべき課題

子育て支援の取り組みの充実
 保護者や地域の方からの要望がある「園庭開放」「園JOY」を引き続き行っていく。親子で楽しめる遊びの場

や子育て相談がしやすい環境作りを行い子育て支援の内容をさらに充実させていきたい。

10 学園内での連携・交流

 日常の保育時間における園庭活動の中で、昨年度に引き続き学園理事⾧が虫や木の実についての子どもたちの

知識を深める機会をもつことができた。さらに、延⾧保育でも虫について興味関心が広がり、学園理事⾧へ直接

質問に行ったり、延⾧保育室で理事⾧より虫についての知識を学んだりすることができた。

職員においても、短大の先生方と共に年間を通して園内研修を行った。

運営管理

 子どもの保育時間の変更に対応することと、職員の残務が多いことなどを踏まえ運営の体制や園務内容の整理

と見直しを行っていく。安全面においては幼稚園の門の施錠は、学園本部と学園警備と連携を取りながら安全に

努める。避難訓練では、消防署や警察署職員からの指導を受けより具体的に訓練を実施できるよう、連携を取っ

ていきたいと考える。園の運営をより多くの保護者に理解していただくためにも、行事への取り組み方や保護者

への発信方法を検討していく

教職員の資質向上
 子ども理解を深めるために、新任教諭の他にも中堅教諭、管理職研修を系列園で取り組めるように積極的に研

究・研修内容を検討し、連携を図っていく。

8 子育て支援

 預かり保育については、保護者の要望を踏まえ柔軟に対応し、子どもの興味関心に添った遊びを取り入れゆっ

たりと過ごせる環境作りを心がけた。

 子育て支援ひよこ組については、保護者と共に子どもの成⾧を楽しみ、また、保護者支援という観点も大切に

しながら行ってきた。今年度は年間を通して親子登園のクラスを設けたことと、親子分離の時期を例年に比べ短

くしたことから、充実した支援を行えたと思う。中には子どものみの登園を多くしてしてほしいという意見も

あった。貴重なご意見としつつ、本園の子育て支援の方針として、親子での過ごし方や関わり方に重点を置いて

支援していることにご理解をいただいていく。

 「園庭開放」や「園JOY]は参観者が多く、園環境に十分触れながら活動できていた。

9 運営管理

 園務分掌で役割を意識し取り組んだが、不規則な勤務体制から残務が多くなってしまっている。安全管理面で

はさまざまな状況を想定し、月一回の避難訓練を実施してきた。また、園内研修では子どもが怪我をした時や、

具合が悪くなった時の医療機関や保護者への連絡、怪我の処置の方法などをロールプレイング形式で実践研修を

行った。幼稚園の門については施錠の強化を希望する意見が保護者から出ており、今後の課題として取り組んで

いく。


